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ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

雪
国
演
芸
友
の
会
様
か
ら
、

１
０
０
，０
０
０
円
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

消
防
本
部 

予
防
課

　
☎
７
８
２
‐
５
３
３
０

　
大
和
分
署

　
☎
７
７
９
‐
４
６
０
０

年
末
年
始
の
火
災
予
防

　
12
月
29
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月

３
日
㈭
に
消
防
車
両
で
火
災
予
防

巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
冬
は
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
や
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
の
発
生
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
家
族
が
集
ま
る
年
末
年
始
に
火

気
の
取
り
扱
い
、

避
難
方
法
な
ど

に
つ
い
て
話
し

合
い
、
火
災
予

防
の
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

問 

環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」

は
、
自
動
車
で
友
人
な
ど
と
飲
食

店
に
行
き
飲
酒
す
る
場
合
に
、
飲

酒
せ
ず
に
帰
路
の
運
転
を
す
る
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め

て
、
飲
酒
運
転
を
防
止
す
る
運
動

で
す
。
飲
酒
し
な
い
人
が
自
動
車

の
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
交
通
事
故

か
ら
命
を
守
る
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年

会
な
ど
で
飲
酒
す
る
機
会
が
増
え

る
時
期
で
す
。
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
・
申 
商
工
観
光
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
５

南
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場

共
通
リ
フ
ト
乗
車
証
を

販
売
し
ま
す

　
南
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
協
議
会
の

ご
協
力
で
、
市
内
す
べ
て
の
ス

キ
ー
場
で
利
用
で
き
る
共
通
リ
フ

ト
乗
車
証
（
シ
ー
ズ
ン
券
）
を
販

売
し
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら

小
・
中
学
生
の
両
親
の
ほ
か
、
同

住
所
に
住
む
祖
父
母
も
購
入
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
小
・
中
学
校

で
配
布
さ
れ
る
案
内
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。（
商
工
観
光
課

に
も
あ
り
ま
す
）

対
・
費

市
内
の
小
・
中
学
生

　
　
　

�

　
１
０
，０
０
０
円

市
内
に
在
住
・
在
校
す
る
高
校
生

　
　
　

�

１
５
，０
０
０
円

シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入
し
た
小
・
中

学
生
の
両
親
・
同
住
所
に
住
む
祖

父
母
（
３
人
ま
で
）

　
１
人
目�　
　
３
０
，０
０
０
円

　
２
・
３
人
目�

１
５
，０
０
０
円

※
代
金
は
、
事
前
に
指
定
口
座
に

お
振
り
込
み
く
だ
さ
い

申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
申
込
書

・
振
込
を
確
認
で
き
る
書
類

・
顔
写
真
１
枚
［
外
寸
：
横
35
㎜

×
縦
45
㎜
、
写
真
の
顔
の
大
き

さ
：
頭
頂
部
か
ら
あ
ご
ま
で
34

±
２
㎜
、
縁
な
し
、
無
帽
、
無

背
景
、
撮
影
後
６
か
月
以
内
］

・
高
校
生
は
今
年
度
の
学
生
証
、

小
・
中
学
生
の
両
親
・
祖
父
母

は
申
込
者
の
本
人
確
認
書
類

本
人
確
認
書
類

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
障
が

い
者
手
帳
、
官
公
署
の
身
分
証

明
書
（
写
真
付
き
）

②
保
険
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
）、

学
生
証
、
社
員
証
、
診
察
券
、

預
金
通
帳

※
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
に

限
る
。
①
は
１
点
、
②
は
２
点

必
要
（
コ
ピ
ー
不
可
）

使
用
可
能
ス
キ
ー
場

　
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
、
舞
子
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
石
打
花
岡
ス

キ
ー
場
、
Ｍ
ｔ
グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
ス

キ
ー
場
、
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
、

シ
ャ
ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場
、
六
日

町
八
海
山
ス
キ
ー
場
、
ム
イ
カ
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
五
日
町
ス
キ
ー

場
、
八
海
山
麓
ス
キ
ー
場

※
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
は
、

全
日
、
小
学
生
が
無
料
で
利
用

で
き
ま
す

〆
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

※
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で

も
申
込
み
可
（
発
行
ま
で
時
間

が
か
か
り
ま
す
）
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問 
保
健
課 
保
健
業
務
班

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

南
魚
沼
市
自
殺
対
策
計
画
（
案
）

　
市
で
は
、
だ
れ
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
生
き
心
地
の
よ
い
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
実
現
に
向
け

て
平
成
31
～
37
年
度
の
南
魚
沼
市
自
殺
対

策
計
画
案
を
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
策

定
し
ま
す
。

意
見
を
公
募
す
る
目
的

　
こ
の
計
画
案
を
公
表
し
、
み
な
さ
ん
の

意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
の
考

え
方
と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、

個
々
の
意
見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん

計
画
案
の
公
表
・
意
見
募
集
期
間

　
12
月
19
日
㈬
～
平
成
31
年
１
月
24
日
㈭

計
画
案
の
閲
覧
・
配
布
窓
口

・
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
南
魚
沼
市
自
殺

対
策
計
画　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」

で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、「
自
殺
対
策

計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入
し

て
次
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参
：
閲
覧
・
配
布
窓
口
で
受

け
付
け
ま
す
。（
記
入
用
紙
が
必
要
な

人
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
各

庁
舎
の
当
直
に
ご
提
出
く
だ
さ
い

②
郵
送
：
〒
９
４
９
‐
６
６
９
６

　
南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０
番
地
１

　
南
魚
沼
市
役
所�

保
健
課�

保
健
業
務
班

宛
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３
‐
６
８
３
９

　
（「
保
健
課
宛
て
」と
ご
記
載
く
だ
さ
い
）

④
メ
ー
ル
：hokengyom

u@
city.

m
inam

iuonum
a.lg.jp

④
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
入
力
フ
ォ
ー
ム
に

入
力
し
、
送
信

※
電
話
や
口
頭
で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

意
見
な
ど
と
市
の
考
え
方
の
公
表
時
期

　
平
成
31
年
２
月
15
日
㈮

問
・
申 

Ｕ
＆
Ｉ
と
き
め
き
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
５
９

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
住
宅
支
援
事

業
補
助
金

　
申
請
者
多
数
に
よ
り
７
月
以
降
受
付
を

終
了
し
て
い
た
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
住

宅
支
援
事
業
補
助
金
の
受
付
を
再
開
し
ま

す
。

　
こ
の
補
助
金
は
県
外
か
ら
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、
県
内
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し

就
職
す
る
人
が
市
内
の
賃
貸
住
宅
に
入
居

す
る
場
合
に
、
家
賃
と
契
約
に
係
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
要
件
の
一
部
を
「
市
に
住
所
を
有
し
て

か
ら
60
日
以
内
」
か
ら
「
市
に
住
所
を
有

し
て
か
ら
１
８
０
日
以
内
」
に
変
更
し
ま

し
た
。
７
月
以
降
に
申
請
で
き
な
か
っ
た

人
も
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

対
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

・
市
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
１
８
０
日
以

内
の
人

・
Ｕ
タ
ー
ン
者
か
Ｉ
タ
ー
ン
者

・
県
内
の
企
業
な
ど
に
就
業
し
た
人
（
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
で
期
間
の
定
め
の
な
い

労
働
契
約
に
よ
り
雇
用
さ
れ
た
労
働
者

に
限
り
、
高
度
ま
た
は
特
別
な
技
能
を

有
す
る
た
め
に
移
住
し
就
業
し
た
人
は

除
く
）
か
、
個
人
事
業
主

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
、
暴
力

団
な
ど
の
反
社
会
勢
力
関
係
者
で
な
い

・
生
計
を
と
も
に
す
る
世
帯
全
員
に
市
税

な
ど
の
未
納
・
滞
納
が
な
い

・
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い

・
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
助
成
を
受

け
て
い
な
い

・
市
の
移
住
定
住
に
関
す
る
施
策
に
協
力

で
き
る

補
助
の
種
類
と
金
額

賃
貸
住
宅
家
賃
補
助

　

賃
貸
住
宅
家
賃
（
管
理
費
、
共
益
費
、

駐
車
場
料
金
な
ど
は
除
く
）
か
ら
住
宅
手

当
を
除
い
た
月
額
家
賃
の
１
／
２
を
補
助

（
月
額
上
限
３
万
円
）

契
約
時
初
期
費
用
補
助

　
契
約
時
初
期
費
用
（
礼
金
、
不
動
産
取

引
手
数
料
、
家
賃
支
払
保
証
料
）
の
２
／

３
を
補
助
（
上
限
12
万
円
）

補
助
期
間　
２
年
（
24
か
月
）

〆
平
成
31
年
３
月
29
日
㈮

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
受
付
け
、

審
査
・
交
付
決
定
し
ま
す
。
締
切
り
前

で
も
受
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問 

新
潟
県 

総
務
管
理
部 

地
域
政
策
課

雪
対
策
室

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
０
９
６

新
潟
県
雪
情
報
シ
ス
テ
ム

　
県
で
は
、
降
雪
量
予
測
情
報
な
ど
を
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
新
潟
県
の
雪
情
報
」

で
検
索
）
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
10
㎝
を

超
え
る
降
雪
予
測
情
報
を
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り

ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

期
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

主
な
情
報

　
県
内
37
地
点
の
降
雪
量
予
測
情
報
、
気

象
庁
発
表
の
特
別
警
報
・
警
報
・
注
意
報

メ
ー
ル
等
通
知
サ
ー
ビ
ス
登
録
方
法

　
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
登
録
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問 

環
境
交
通
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
６

地
盤
沈
下
を
抑
制
す
る
た
め
地
下

水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
内
の
地
盤
沈
下
の
原
因
は
、
消
雪
パ

イ
プ
の
使
用
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
で

す
。
地
盤
は
沈
下
す
る
と
完
全
に
は
元
に

戻
り
ま
せ
ん
。
消
雪
で
の
地
下
水
利
用
が

増
え
て
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
対
策
と
し
て

地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
必
要
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

市
全
体
で
節
水
へ
の
取
組
み
を

　
平
成
29
年
の
条
例
改
正
後
か
ら
井
戸
設

置
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
地
下
水
の

汲
み
上
げ
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
節
水
意
識
を
持
ち
、
散
水

を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
を
必
要
以
上
に
使
わ
な
い

　
降
雪
検
知
器
や
消
雪
パ
イ
プ
ノ
ズ
ル
の

点
検
・
調
整
を
行
い
、
無
駄
な
運
転
や
不

要
な
散
水
の
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

早
期
に
散
水
を
中
止
し
ま
し
ょ
う

　
２
月
中
旬
以
降
の
温
暖
期
に
入
っ
た
ら
、

建
物
の
保
全
に
影
響
し
な
い
程
度
で
あ
れ

ば
散
水
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
運
転
管
理
に
よ
る
節
水
を

　

降
雪
検
知
器
の
自
動
運
転
に
頼
ら
ず
、

積
雪
の
状
況
を
見
て
、
こ
ま
め
に
電
源
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
だ
け
に
頼
ら
な
い

　
消
雪
パ
イ
プ
と
人
力
に
よ
る
除
雪
を
併

用
す
る
こ
と
で
、
融
雪
効
果
は
上
が
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問 

保
健
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

平
成
31
年
度
住
民
健
診
の
申
込
み

受
付
け
を
開
始

　
住
民
健
診
調
査
票
を
、
12
月
17
日
㈪
に

全
世
帯
へ
発
送
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
に
実
施
す
る
住
民
健
診
の

申
込
み
と
、
健
診
状
況
調
査
を
兼
ね
て
い

ま
す
。
住
民
健
診
を
希
望
し
な
い
場
合
も
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
が
ん
検
診
を
含
む
住
民
健
診
は
、
す
べ

て
申
込
み
制
で
す
。
申
込
み
漏
れ
が
な
い

よ
う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
健
診
調
査
票
の
記
入

　
世
帯
全
員
分
の
項
目
を
、
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限　
平
成
31
年
１
月
15
日
㈫

提
出
方
法

　
直
接
提
出
す
る
か
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
は
82
円
切
手
を
貼
付
）メ
ー
ル
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

提
出
先

　
保
健
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

基
礎
健
診

　
16
歳
以
上
が
対
象
。
た
だ
し
、
40
～
74

歳
は
市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
、国
保
）

加
入
者
の
み
が
対
象

各
種
が
ん
検
診

・
肺
が
ん
、
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
）

・
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
）

・
大
腸
が
ん
検
診
（
検
便
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
子
宮
頸
部
細
胞
診
、

内
診
）

・
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

そ
の
他
の
検
診

・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
（
41
・
46
・
51
・

56
歳
の
女
性
が
対
象
。
手
首
の
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
）

健
診
当
日
オ
プ
シ
ョ
ン

・
前
立
腺
が
ん
検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

※
心
電
図
検
査
と
眼
底
検
査
は
基
礎
健
診

を
受
け
る
40
～
74
歳
の
市
の
国
保
加
入

者
の
み
対
象

人
間
ド
ッ
ク
は
別
途
申
込
み
が
必
要
で
す

　
住
民
健
診
は
、
市
の
国
保
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
で
助
成
・
補
助
を
行
う
人
間

ド
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
ド
ッ
ク

で
受
け
な
い
検
診
項
目
は
、
住
民
健
診
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

市
の
国
保
以
外
の
特
定
健
診
対
象
者

　
40
～
74
歳
で
、
市
の
国
保
以
外
の
医
療

保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
医
療
保
険
者
か

ら
送
付
さ
れ
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を

確
認
し
て
、
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

過去５年間の地盤沈下の記録

観測年
（平成）

最大
沈下量

累計
降雪量
（本庁舎）

最大沈下量
観測地点

25年 1.9cm 1,377cm 六日町中学校
付近

26年 1.2cm 990cm 六日町中学校
付近

27年 2.2cm 1,520cm 六日町中学校
付近

28年 0.7cm 460cm 八海高校付近

29年 1.1cm 899cm 六日町中学校
付近

　降雪量に比例して沈下量が大きくなる傾向
があります。
※沈下量は観測年の9月が基準です。平成30
年の結果は、平成31年3月に県が発表する
予定です
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問 

エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼
（
大
和
地
域
）

　
☎
０
２
５
‐
７
９
２
‐
９
９
０
０

　
廃
棄
物
対
策
課（
六
日
町・塩
沢
地
域
）

　
☎
７
８
２
‐
０
３
３
９

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と

処
理
施
設
へ
の
直
接
搬
入

家
庭
ご
み
の
収
集

　
家
庭
ご
み
の
収
集
日
は
、
平
成
30
年
度

「
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
と
お

り
で
す
。

ご
み
の
直
接
搬
入

　
ご
み
の
直
接
搬
入
は
、
平
成
31
年
１
月

１
日
（
火
・
祝
）
～
３
日
㈭
を
除
い
て
毎

日
で
き
ま
す
。
年
末
年
始
の
受
入
れ
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

大
和
地
域

　
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
魚
沼

・
～
12
月
31
日
㈪　
午
後
５
時

・
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮　
午
前
８
時
～

塩
沢
地
域
・
六
日
町
地
域

　
可
燃
ご
み
処
理
施
設
・
不
燃
ご
み
処
理

施
設

・
～
12
月
31
日
㈪　
午
後
５
時

・
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮　
午
前
９
時
～

問 

税
務
課 

資
産
税
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
８

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋
以
外
の

事
業
用
の
構
築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
の

有
形
資
産
の
こ
と
で
す
。
駐
車
場
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
消
雪
設
備
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
や
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
な
ど
の
大
型

特
殊
自
動
車
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
固
定
資
産

の
課
税
対
象
と
な
る
償
却
資
産
を
所
有
す

る
事
業
者
は
、
所
有
状
況
を
記
し
た
申
告

書
を
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を
課
税
さ
れ

て
い
る
資
産
は
申
告
不
要
で
す
。

　
継
続
申
告
の
事
業
者
に
は
、
申
告
書
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〆
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

提
出
先　

税
務
課�

資
産
税
班
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

問 

選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
０
（
通
常
時
）

　
☎
７
７
３
‐
６
４
３
４
（
選
挙
時
）

み
ん
な
で
つ
く
る
明
る
い
選
挙

　

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
「
三
な
い
運
動
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
（
政
治
家
は
）
贈
ら
な
い
！

　
（
政
治
家
に
）
求
め
な
い
！

　
（
政
治
家
か
ら
）
受
け
取
ら
な
い
！

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政

治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り

が
寄
付
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

問
・
申 

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

農
林
振
興

部
企
画
振
興
課

　
☎
７
７
２
‐
３
９
１
８

平
成
31
年
産
に
向
け
た
新
潟
県

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
の

説
明
会

　
県
で
は
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
に
対

す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
慣

行
栽
培
か
ら
化
学
合
成
農
薬
と
化
学
肥
料

を
５
割
以
上
削
減
し
て
栽
培
し
た
県
産
農

産
物
を
、
新
潟
県
特
別
栽
培
農
産
物
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
か
ら
こ
の
制
度
に
新
た
に

取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
人
や
興
味
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
12
月
25
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局
１
階

　
第
１
会
議
室

内
新
潟
県
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
制
度
の

概
要
や
申
請
方
法
な
ど

対
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
に
所
在
す
る
農
地

で
農
産
物
を
栽
培
し
て
い
る
人

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
12
月
21
日
㈮

問 

新
潟
県 

総
務
管
理
部 

地
域
政
策
課

雪
対
策
室

　
☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
０
９
６

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」

メ
ン
バ
ー
募
集

　
県
内
の
豪
雪
地
に
お
い
て
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
活
動
を
通
じ
た
地
域
の
人
と

の
交
流
や
雪
か
き
の
技
術
講
習
も
行
っ
て

お
り
、
だ
れ
で
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
で

き
ま
す
。
大
学
の
サ
ー
ク
ル
や
職
場
な
ど

団
体
で
の
登
録
も
大
歓
迎
で
す
。

申
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
新
潟
県
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」で
検
索
）の
登
録
フ
ォ
ー

ム
か
ら
登
録
す
る
か
、
地
域
政
策
課
で

配
布
す
る
申
込
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
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健
康
遊
歩
道
に
つ
い
て

【
意
見
・
提
案
な
ど
】

　
職
員
の
み
な
さ
ま
、
日
々
の
市
政
業

務
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。
提
案
で
す
。

坂
戸
山
周
辺
地
域
の
魚
野
川
河
川
敷
利

用
（
主
に
泉
田
橋
～
二
日
町
橋
）
で
歩

道
専
用
路
な
ど
の
計
画
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

国
・
県
も
関
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
、
①
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
始
め
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
と
体

力
づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
打
破
、
②
春

は
桜
並
木
通
り
と
花
い
っ
ぱ
い
・
夏
は

鮎
釣
り
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
河
川
の
見

学
、
秋
は
坂
戸
山
周
囲
紅
葉
観
賞
、
冬

は
雪
景
、
四
季
を
通
し
て
の
散
策
路
、

③
そ
の
中
に
坂
戸
山
を
中
心
に
デ
ィ
ス

ポ
ー
ト
、
銭
淵
公
園
、
二
日
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
含
む
総
合
多
目
的
公
園
化
な
ど
。

　
国
道
・
県
道
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
る
人
を
拝
見
し
ま
す
が
、
車
・

構
造
物
の
接
触
、
交
差
点
で
は
危
険
が

い
っ
ぱ
い
、
夜
間
は
さ
ら
に
危
険
で
す
。

そ
の
点
、
河
川
敷
は
安
全
、
安
心
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
魚
沼
市
は
他
市

町
村
よ
り
健
康
に
対
す
る
真
剣
み
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ご
存
じ
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
長
岡
花
火
会
場
付
近
の

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
橋
～
長
生
橋
～
大
手

大
橋
～
長
岡
大
橋
～
蔵
王
橋
間
は
、
休

日
と
な
れ
ば
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
散
策
を
楽
し
む
人
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
見
事
で
気
分
最
高
で
す
。
散
策

に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
以
上
む
ず
か
し
い
で
し
ょ
う
が
、
い

つ
か
は
そ
う
い
う
方
向
性
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

�

　
（
平
成
30
年
１
月
）

【
市
か
ら
の
返
事
】

　
市
民
の
健
康
意
識
は
年
々
高
ま
っ
て

お
り
、
意
欲
的
に
体
を
動
か
し
定
期
的

な
運
動
を
心
が
け
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

裏
付
け
る
よ
う
に
、
市
の
健
康
診
断
時

の
運
動
習
慣
に
関
す
る
問
診
結
果
で
は

「
１
回
30
分
以
上
の
運
動
を
週
２
回
以

上
継
続
し
て
い
る
人
」
の
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県
検
診
保
健

指
導
支
援
協
議
会
の
報
告
に
よ
る
と
、

定
期
的
な
運
動
習
慣
の
あ
る
人
の
割
合

は
県
内
で
20
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
健
康
増
進
の
取
組
み
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し

た「
い
き
い
き
市
民
健
康
づ
く
り
計
画
」

に
、
ご
提
案
に
あ
る
よ
う
な
自
然
環
境

を
利
用
し
た
健
康
づ
く
り
の
取
組
み
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防

の
観
点
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
重
要
性

が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
と
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
に
よ
り
市

内
６
か
所
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

新
潟
県
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と

し
て
選
定
・
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
運

動
習
慣
と
し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推

奨
に
加
え
て
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
も
活
用
す
る
な
ど
、
観
光
交
流
や
環

境
保
護
の
観
点
を
含
め
た
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
八
色
の
森
公
園
を
は
じ

め
、
銭
淵
公
園
、
か
ま
く
ら
桜
ヶ
丘
公

園
な
ど
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
公
園

が
多
く
あ
り
ま
す
。
大
原
運
動
公
園
、

登
川
河
川
公
園
な
ど
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
が
で
き
る
施
設
も
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
発
足
に
合

わ
せ
、
市
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
を
宣

言
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
多
様
性

に
対
応
し
た
屋
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
だ
れ

も
が
気
軽
に
運
動
を
楽
し
め
る
環
境
は

一
定
程
度
整
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ご
提
案
の
歩
道
専
用
路
な

ど
の
設
置
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
泉
田
橋
～
二
日
町
橋
間
に
つ

い
て
は
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と

し
て
の
活
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
魚
野
川
に
親
し
め
る
環
境

整
備
の
一
環
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
魚
野
川

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
整
備
事
業
」
と
し
て
、

河
川
敷
内
の
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化

を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
県
、
市
、
地

元
団
体
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

関
心
や
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
現
有
施
設
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
域
的
な
自
治
体
連
携
に
よ
り
、

各
自
治
体
が
保
有
す
る
施
設
の
共
同
利

用
を
図
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
も
検

討
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
担
当
：
企
画
政
策
課
）

シ
リ
ー
ズ
　
市
民
の
声
㉜

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
課

　
☎
７
７
３
‐
６
６
５
８
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〒949-6611 南魚沼市坂戸372
ディスポート南魚沼内
スポパラ　　　☎773-3210
ディスポート　☎773-6620

ディスポート南魚沼
新春初泳ぎ！ ２日間プール無料開放イベント
　プールを無料で開放します。水温・室温を30℃程
度に設定したプールで、冬の寒さを感じずに楽しむこ
とができます。定期券の利用者には、プール利用無料
券１枚を贈呈します。
　この機会にぜひおこしください。
日平成31年１月４日㈮、５日㈯　10：00 ～ 21：00
※プール以外の施設は、通常営業

年末年始の営業時間・休館日
期間 内容

12月26日㈬～ 28日㈮ 営業時間9：00 ～ 17：00。プールは利用できません。
12月29日㈯～平成31年１月３日㈭ 施設整備点検のため休館。

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

・１～５kmの林間コース、ナイター完備
・クロカンハウス〔欠之上505-2〕　☎773-6108

営業時間

日にち コース クロカン
ハウス

月・水・金曜日 13：00 ～
　17：00

11：30 ～
　17：30

火・木曜日
（ナイター営業日）

13：00 ～
　21：00

11：30 ～
　21：30

土・日曜日、祝日  9：00 ～
　16：00

 7：30 ～
　16：30

※降雪・積雪の状況により変更する場合あり

利用料金（１人あたり）
利用区分 一般 スポパラ会員
シーズン券 6,170円 3,600円

１回券
高校生以下 410円

300円
大人 510円

営業期間
　12月15日㈯～平成31年３月31日㈰
休館
　12月31日㈪、平成31年１月１日（火・祝）

南魚沼市体育施設
欠之上クロスカントリー施設
　12月15日㈯にコースをオープンします。クロ
スカントリースキー競技だけでなく、スキート
レッキング、スキーウォーキングなどにも利用で
き、初心者でも簡単に歩けます。冬の健康増進に、
お役立てください。ナイターの景色は格別です。
（スノーシューは利用できません）

　欠之上クロスカントリーコースは、地元の
ご協力とご厚意から、地代無料で冬期間に雪
上を借りています。地代以外のコース整備・
機械保守・施設管理費（人件費、除雪費、燃
料費、光熱水費）の一部を利用料金として徴
収しています。
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棟方志功アートステーション 開館9：00～17：00
（入館16：30まで）

12月・年末年始は毎日開館します
☎770-1173　F770-1183

URL http://m-uonuma.jp/look/bunka/munakata_art_statiaon
￥大人500円／小中高250円

棟方志功が描く美女展
期平成31年３月21日（木・祝）まで
　美女が描かれた、さまざまな棟方志功の作品を
多数展示します。

池田記念美術館  開館9：00～17：00（入館16：30まで）
12月の休館【毎週水曜日、25日㈫】

年末年始の休館【12月29日㈯～１月４日㈮】
☎780-4080 F777-3815 URL http://www.ikedaart.jp

￥大人500円／高校生以下無料

六日町絵画講座　風展
期12月24日（月・振休）まで
　永井昭司さんが講師を務める、六日町絵画講座
の講座生による作品展。
第63回　南魚沼郡市児童生徒美術展

日12月27日㈭～平成31年１月15日㈫
　南魚沼市と湯沢町の子どもたちの作品約500点
を展示します。期間中は入館無料です。
作品鑑賞会　日12月27日㈭　10：00 ～ 10：45
　　　　　　講上関小学校　校長　青木善治

雪見展＆一箱古本市
日平成31年１月13日㈰・14日（月・祝）
　真冬のクラフトマーケット。一箱古本市（平成
31年１月６日㈰～ 15日㈫）も開催。

鈴木牧之記念館 開館9：00～ 16：30
12月の休館【毎週火曜日】

年末年始の休館【12月26日㈬～１月４日㈮】
☎・F782-9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

◇『北越雪譜』の挿絵紹介　その42◇
　挿絵には、吹雪の中でスガ
リを履いた２人の男が必死に
前へ進もうとしている様子が
描かれています。スガリは、
雪を踏んで道を作る時などに
足につけます。先端について
いる縄で持ち上げながら歩い
て進みます。
観覧無料　市内の小中学生は
いつでも観覧無料です。

今泉記念館アートステーション 開館9：00～17：00
（入館16：30まで）

12月・年末年始は毎日開館します
☎783-4500　F783-3388
￥一般500円／小中高250円

常設展　～彫る　摺
す
る　画

か
く～「棟方志功の世界」

企画展　期平成31年２月24日㈰まで
「藤田嗣

つぐ

治
はる

とフランスに魅了された画家たち」
　フランスで活躍した日本人画家・藤田嗣治の没
後50年となります。藤田嗣治を中心に、同時期
に活躍した画家たちの作品を展示します。
「セピック・アート（造形美術）の世界」
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋の民
族美術を多数展示。パプアニューギニアから持出
しが禁止されている作品もあり、大変貴重なコレ
クションです。

トミオカホワイト美術館 開館10：00～17：00
（入館16：30まで）

12月の休館【毎週水曜日】
年末年始の休館【12月25日㈫～１月４日㈮】

☎775-3646 F775-3650 URL http://6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内小中学生は無料）

市民無料の日：18日㈫

富岡惣一郎「雪国」
期平成31年３月17日㈰��まで
　自らを「雪国人」と称し独
創的な技法で描いた作品の中
から「雪国シリーズ」を中心
に展示。
トミオカ南魚県展2018
期12月24日（月・振休）まで
　第73回新潟県美術展覧会
での入賞・無鑑査作品の中か
ら、南魚沼市・湯沢町在住者の作品を展示。

羊蹄山雪景

縋
すがり
を穿

はき
て雪

ゆき
行
にゆ
図
くず

南魚沼市民会館 受付8：30～ 17：15
12月の休館【17日㈪、25日㈫】

年末年始の休館【12月29日㈯～１月３日㈭】
☎773-5500　F772-8161
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

市民会館演劇セミナー「遊びの教室」参加者募集
期平成31年１月26日㈯13：00 ～ 17：00
　　　　　　　 27日㈰10：00 ～ 16：00（２日間）
会市民会館�多目的ホール
講若狭勝也（劇団「KAKUTA」俳優）
対高校生以上（中学生は
ご相談ください）

定30人　　費無料
〆平成31年１月18日㈮
申市民会館窓口にお申し
込みください。
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1 月 にこにこ広場カレンダー
　にこにこ広場は入園前のお友だちが対象です。各保育園のにこにこ広場にでかけてみませんか。

日 曜日 園名・電話番号 時間 内容

22 火 石打　　☎783-3624 9：45 ～ 10：45 鬼のお面を作ろう

注意　保険料一人10円が必要。問合せは、各保育園まで。

問 

社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
ま
し
ょ

う
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上

の
子
を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で

す
。

第
２
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付　
午
前
９
時
30
分
～
）

会
市
民
会
館�
多
目
的
ホ
ー
ル

内
「
思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！

パ
ー
ト
１
」
元
気
に
体
を
動
か

し
ま
す
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ

り
ま
す
。

対
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
な
ど

費
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く

だ
さ
い

問 

保
健
課 

保
健
業
務
班

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ

　
「
く
れ
よ
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、
子

ど
も
の
育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い

る
保
護
者
や
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
の
保
護
者
の
集
ま
り
で
す
。

月
１
回
の
開
催
で
、
情
報
交
換
や

ミ
ニ
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
保
育
士
が
お
り
、
子
ど

も
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
・
内

　
12
月
17
日
㈪

　
　
臨
床
心
理
士
か
ら
話
を
聞
こ

う

　
平
成
31
年
１
月
28
日
㈪

　
　
フ
リ
ー
ト
ー
ク

　
平
成
31
年
２
月
25
日
㈪

　
　
来
年
度
に
む
け
て
話
そ
う

　
平
成
31
年
３
月
25
日
㈪

　
　
フ
リ
ー
ト
ー
ク

時
午
前
10
時
～
11
時

会
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー�

子
育

て
の
駅
「
ほ
の
ぼ
の
」

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で
。

問
・
申 

子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
６

　
［
相
談
専
用
］

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」　

～
秘
密
厳
守
～

　

一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
、

市
の
臨
床
心
理
士
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

対
市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
・
不
登
校
な
ど
に
悩
む
義

務
教
育
終
了
～
39
歳
の
若
者
と

家
族

日
①
平
成
31
年
１
月
10
日
㈭

　
　
午
前
10
時
～
11
時

　
②
平
成
31
年
１
月
25
日
㈮

　
　
午
後
２
時
～
３
時

会
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
１
階�

相
談
室

〆
①
平
成
31
年
１
月
７
日
㈪

　
②
平
成
31
年
１
月
22
日
㈫

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他
相
談
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来

所
相
談
に
、
随
時
応
じ
ま
す
。

問
・
申 

南
魚
沼
地
域
振
興
局 

健

康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課

　
☎
７
７
２
‐
８
１
３
７

心
の
健
康
相
談
会

　
「
眠
れ
な
い
」「
不
安
」「
閉
じ

こ
も
り
が
ち
だ
」「
更
年
期
の
せ

い
か
気
持
ち
が
沈
む
」「
お
年
寄

り
の
も
の
忘
れ
」「
認
知
症
」
な

ど
…

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
お
持
ち
の
人

や
そ
の
家
族
な
ど
の
相
談
に
、
精

神
科
の
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

日
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫

　
午
後
２
時
～
４
時

会
南
魚
沼
地
域
振
興
局�

健
康
福

祉
環
境
部

費
無
料

申
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
精
神
科
の
主
治
医
が
い
る
場
合

は
、
相
談
し
て
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

問
・
申 

新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
製
図
３

（
Ｒ
Ｃ
造
の
平
面
図
作
成
）」

受
講
生
募
集

対
就
業
者

内
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
、
Ｒ

Ｃ
造
住
宅
の
平
面
図
の
作
成
方

法
を
学
び
ま
す
。

日
平
成
31
年
２
月
２
日
㈯
・
３
日

㈰
時
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
〔
魚
沼

市
堀
之
内
〕

定
８
人

費
２
，４
０
０
円

持
高
校
生
か
ら
始
め
る
Ｊ
Ｗ
‐
Ｃ

Ａ
Ｄ
建
築
製
図
入
門
［
Ｒ
Ｃ
造

編
］（
発
行
：（
株
）エ
ク
ス
ナ

レ
ッ
ジ
）

〆
平
成
31
年
１
月
25
日
㈮
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保育園 ●公設民営・私立保育園
詳しくは各施設にお問い合わせくださいあそびの広場

園名・電話番号 内容 日程（祝日は除く） 時間

浦佐認定
こども園

☎777-5560

自由来館 木・日曜日以外 10：00 ～ 16：00
体を動かして遊ぼう 月曜日 10：00 ～ 11：30

※�詳しくは、医療
法 人 萌 気 会 の
ウェブサイトか、
子育て支援だよ
り「ひだまり」
をご覧ください

絵本で遊ぼう 火曜日
作って遊ぼう 水曜日
わらべうたで遊ぼう・英語で遊ぼう 金曜日
支援ルーム・ホール・園庭で遊ぼう 土曜日
身体測定 毎月２回
誕生日会・ピラティス 毎月開催

上　　町
☎773-6187

英語で遊ぼう（要予約） 毎月第２木曜日
10：00 ～ 11：30

めごちゃん（要予約） 毎月第４木曜日

めぐみ野
☎773-5257

にこにこデー 火・木曜日
10：00 ～ 11：00

おたのしみ会 毎月第２木曜日
お誕生会・身体測定 毎月最終木曜日 15：30 ～ 16：00

野の百合
☎772-2627

支援センター開放 月～土曜日
10：00 ～ 15：00

土曜日のみ
10：00 ～ 11：30

身体測定 月曜日
親子で手づくり 火曜日
こども園で遊ぼう 水・木曜日
誕生会・リフレッシュデー
ハーブ＆カフェ・子育てのお話 毎月開催

ちくちくあみあみ（縫い物と編み物）
金曜日

10：00 ～ 11：30
マタニティサロン 13：00 ～ 15：00

わかば
☎778-2038

わくわくコーナー（園開放） 月・火曜日 10：00 ～ 11：30
親子保育体験日 月２回 10：00 ～ 12：00
きらめき工作 月１回水曜日 10：00 ～ 12：00

金　　城
☎782-0608

にこにこクラブ 毎週水曜日 13：30 ～ 14：30

自由来館（ランチルームあります）
水曜日以外 10：00 ～ 18：00
水曜日 13：00 ～ 18：00

金城わかば
児童館

☎782-5163
※ 詳しくは、毎月発
行の児童館だより
をご覧ください

親子で遊ぼう！（あそびの広場） 毎週月曜日 10：00 ～ 12：00
親子で作ろう！（モグモグ広場） 毎週火曜日 10：30 ～ 11：30
親子料理教室・親子保育園体験

月１～２回ずつ木曜日
10：00 ～ 12：00

アロマ教室 10：30 ～ 11：30
リフレッシュ教室

月１～２回ずつ金曜日
10：15 ～ 11：15

みのり広場・手作り広場
10：30 ～ 11：30

ママ’sカフェ 平成31年1月15日㈫
作って学ぼう！もちつき 平成31年1月20日㈰ 10：00 ～ 11：30

南魚沼
どろんこ

☎788-0592
※ 詳しくは、お問い
合わせください

自然食堂（要申込み） 毎週水曜日 10：00 ～ 12：00
芸術学校・寺親屋・自然学校（内容は
週により変わります） 毎週金曜日 10：00 ～ 12：00

青空保育（道の駅南魚沼「雪あかり」） 毎月１回木曜日 10：30 ～ 12：00
身体測定・誕生会 毎月１回

※むいかまちこども園（☎772-4577）は、直接園にお問い合わせください
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問保健課
　☎773－6811乳幼児健診 日程などの1  月

＊実施日の２日前・前日・当日のいずれかに発熱・発疹・下痢・おう吐・目の充血・めやになどの症状が
ある人は、健診や教室の参加を自粛してください

北　部
（大和地域、大巻・城内・五十沢
地区）健友館（大和病院となり）

南　部
（六日町地区、塩沢地域）
塩沢保健センター

事　業 対　象 日にち 受付時間 日にち 受付時間
４か月児健診 平成30年９月生 １月25日㈮ 13：00 ～ 13：10 １月24日㈭ 13：00 ～ 13：10

10か月児健診 平成30年３月生 生後10か月になったら、受診票を使って医療機関で受けましょう。
BCG接種期限まであと２か月です。

１歳児歯科健診
フッ化物塗布

平成29年12月生
北部は11月生も
含む

１月22日㈫ 13：00 ～ 13：10 １月23日㈬ 13：00 ～ 13：10

１歳半児健診・歯科
健診・フッ化物塗布 平成29年６月生 １月11日㈮ 13：00 ～ 13：10 １月18日㈮ 13：00 ～ 13：10

２歳児歯科健診
フッ化物塗布 平成28年12月生 １月17日㈭ 9：00 ～ 9：10 １月16日㈬ 13：00 ～ 13：10

２歳半児歯科健診
フッ化物塗布 平成28年６月生 １月８日㈫ 9：00 ～ 9：10 １月９日㈬ 13：00 ～ 13：10

３歳児健診･歯科健
診・フッ化物塗布 平成27年12月生 １月10日㈭ 13：00 ～ 13：10 １月30日㈬ 13：00 ～ 13：10

講座・教室名 対象 日にち 受付時間 会場 申込み
もぐもぐ教室
（離乳食教室）

平成30年
６月生 １月29日㈫ 9：30 ～ 9：45 子育て支援センター子育ての駅「ほのぼの」

事前に保健課にお申
し込みください

●持ち物は、乳幼児健診カレンダーをご覧ください。

子どものおやつは食事の一部です
　子どもの胃は小さく消化吸収能力も未熟なた
め、３回の食事だけでは必要な栄養をとりきれ
ない場合があります。さらに、遊び食べやむら
食いで思うように食べてくれないことがありま
す。そこで、成長に必要な栄養素やエネルギー
を補うのが「おやつ」です。
　おやつの量や回数が多い場合、食事量のむら、
遊び食べ、肥満、むし歯などの原因となること
があります。子どものおやつは食事の一部と考
え、家族みんなで気をつけましょう。

マタニティサロン　
　妊娠中期の夫婦を対象としたサロンです。これ
からの子育てに向けて、妊娠中の悩みを話したり、
夫が妊婦体験を行います。出産前後の各種制度や
健康管理などの情報もお知らせします。

問保健課　☎773－6811

日平成31年１月19日㈯　9：30 ～ 11：30
会子育て支援センター�子育ての駅「ほのぼの」
対出産予定月が平成31年５月・６月の夫婦（保育
が必要な場合は、申込み時にお申し出ください）

持母子健康手帳、妊娠届時に配布した茶封筒一式、
必要な人は座布団・膝掛けなど

子どもの「おやつ」のポイント
・１日１～２回
・食事とおやつの間は２時間程度あける
・牛乳・乳製品・果物など食事

に取り入れにくい食材を選ぶ
・食事量が少ない場合は、おに

ぎりやパンもおすすめです
・チョコやグミなどの甘い菓

子、油の多いスナック菓子、
甘い飲み物は控える

平成31年
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注意
・年末年始は診療を行う医療機関が少ないため、救急外来は相当な混雑が予想されます。
・緊急度や重症度の高い順に対応するため、軽い症状で受診した場合は待ち時間が長くなることがありま
す。
・電話のかけまちがいにご注意ください。
・ゆきぐに大和病院は、かかりつけ患者のみ対応します。

年末年始の救急外来診療の受診方法

診療所の年末年始診療予定　12月29日㈯～平成31年１月３日㈭

　受診を希望する場合は、まず電
話で症状などを伝えてください。
症状によっては、他の医療機関を
案内する場合や翌日以降の受診を
勧める場合があります。
　ただし、意識が無いなどの重症
の場合は、119番で救急車を呼ん
でください。

　南魚沼市と湯沢町の診療所における年末年始の診療予定です。

医療機関名
（内科系）

12月29日㈯ 12月30日㈰ 12月31日㈪ 1月1日（火・祝） 1月2日㈬ 1月3日㈭
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

風間内科医院
☎782-6688

〇 × × × × × × × × × × ×
【受付】8：00 ～ 12：00　１月４日㈮休診

河内医院
☎772-2355

○ × × × × × × × × × × ×
【受付】8：30 ～ 11：30

米倉医院
☎778-1121

○ × × × × × × × × × × ×
【受付】8：30 ～ 12：30　１月４日㈮休診

萌気園二日町診療所
☎778-0088

○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×
【受付】8：30 ～ 12：00

萌気園浦佐診療所
☎777-5222

○ × × × × × × × × × × ×
【受付】8：00 ～ 12：00

荒川診療所
☎782-0524

○ × × × × × × × × × × ×
【受付】8：00 ～ 12：00

医療機関名
（外科系）

12月29日㈯ 12月30日㈰ 12月31日㈪ 1月1日（火・祝） 1月2日㈬ 1月3日㈭
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

角谷整形外科医院
☎785-5130

○ ○ ○ ○ × × × × × × × ×
【受付】9：00 ～ 11：30、14：00 ～ 17：00
※急患のみ対応。受診前に対応が可能か電話で必ずご確認ください

あんべクリニック
☎781-5320

○ × × × × × × × × × × ×
【受付】8：30 ～ 12：00　１月４日㈮休診

やすかわ整形外科医院
☎781-5320

○ × × × × × × × × × × ×
【受付】8：30 ～ 12：00　１月４日㈮休診

医療機関名 電話番号 休診日（通常診療は行いません）
南魚沼市民病院 788-1222 12月29日㈯～平成31年１月３日㈭

魚沼基幹病院 777-3200 12月29日㈯～平成31年１月３日㈭

齋藤記念病院
（脳神経外科救急） 773-5111 12月30日㈰～平成31年１月３日㈭

ゆきぐに大和病院 777-2111 12月29日㈯～平成31年１月３日㈭
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救急医療のかかり方
①電話をかける
　　次の病院に電話で症状を伝えてください。重
症（意識がないなど）の場合は、119番で救急
車を呼んでください。

　・南魚沼市民病院  …………………  ☎788－1222
　・魚沼基幹病院  ……………………  ☎777－3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急） ☎773－5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
　・電話での指示に従って受診してください。
　・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医
療機関を案内する場合があります。

　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診
察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。

　・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではない
ので、できるだけ通常の診療時間内に受診し
てください。

新潟県『救急医療電話相談』
☎025－284－7119（＃7119でも可）
　　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、
嘔吐、下痢など）にご利用ください。
新潟県『小児救急医療電話相談』
☎025－288－2525（＃8000でも可）
　　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなっ
たとき（発熱、けがなど）にご利用ください。

時19：00 ～翌朝8：00（毎日）

市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

救 急 医 療
問保健課　☎773－6811

みんな 図書館の
南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜） ☎773－6677
大和図書室（大和公民館内２階）  ☎777－4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階）  ☎782－0100
　平成30年に図書館で貸出しの多かった本を、順位
とともに紹介しています。

年末年始の開館（休館）日程
日にち 南魚沼市 大和 塩沢
12/28㈮ 9：30 ～ 17：00 9：00 ～ 19：00
12/29㈯

休館

12/30㈰ 9：00 ～ 17：00
12/31㈪

休館1/1（火・祝）
1/2㈬
1/3㈭

よみ
もの

・ことことこーこ 阿川佐和子
・家康 2　不惑篇 安部龍太郎

・下町ロケット　ヤタガラス 池井戸　潤
・エムエス　継続捜査ゼミ 2 今野　　敏
・銀河食堂の夜 さだまさし
・龍華記 澤田　瞳子
・どんまい 重松　　清
・深淵の色は　佐川幸義伝 津本　　陽
・白いジオラマ 堂場　瞬一
・その先の道に消える 中村　文則
・沈黙のパレード 東野　圭吾
・ある男　A MAN 平野啓一郎
・猫のエルは 町田康／文
・銀河を渡る　全エッセイ 沢木耕太郎
・本の夢　本のちから 椎名　　誠
・「違うこと」をしないこと 吉本ばなな
・任務の終わり　上・下 スティーヴン・キング

その他 ・新潟県の山 陶山　　聡
・昼は散歩、夜は読書。 三浦　　展

・チキンラーメンの女房　実録安藤仁子
・無限の宇宙　ホーキング博士とわたしの旅
・自衛隊防災BOOK マガジンハウス／編集
・知って得する！おうちの数学 松川　文弥
・ 血管を守る250のQ&A事典 生活習慣病を予防・

改善!
・認知症対策の新常識 鈴木　宏幸
・お母さん精神科医の育児クリニック 泉　　薫子
・つくって楽しむわら工芸 2　しめ飾りと生活用具
・ ママが楽になる絵本レシピ31
　子育ての悩みには“絵本”が効く!! 景山　聖子
・土・牛・微生物　文明の衰退を食い止める土の話
・好日日記　季節のように生きる 森下　典子

子ども・若者育成支援センター
～通称「子若センター」～

　家族だけで悩まずにご相談ください。相談
員が電話・来所相談に応じます。
日祝日・年末年始を除く月～金曜日
　午前９時～午後４時30分
教育支援担当（義務教育期）
☎773－3177
　不登校などの児童・生徒とその保護者など
を対象に、相談・支援を行っています。
若者支援担当（義務教育終了～39歳の若者）
☎773－6616
　ニート・ひきこもりなどの若者とその家族
を対象に、相談・支援を行っています。

新着図書の一部を紹介します。
※下記以外の新着図書は館内かWebOPACでご確認ください


